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カニ殻キチン、キトサンのバイオへの応用と 

ホタルから見た環境保全技術の開発 
 

 

 

 

 

 

 
 

1. カニ殻キチン、キトサンのバイオへの応用 

 私の研究では、キチン、キトサンを分解する酵素を新規微生物

から見出し、タンパク質酵素の働らきを調べている。また、カニ

殻キチンの再利用を目的に、バイオ産業への活用法の研究を行っ

ている。すなわち、キチン、キトサンを分解する酵素や微生物を、

それぞれバイオ農薬や植物の成長剤として利用する研究を進めて

いる（図 1）。本研究は、環境にやさしいバイオ農業などとの関連

企業との利用が期待される。福井県はカニの名産地であり、福井

県産のカニ殻を利用することにより、新たな地場産業の育成にも

つながることが期待される 

2. ホタルから見た環境保全技術の開発 

 ゲンジボタルは豊かな里山のシンボルとして取り上げられ、地方

自治団体や保護団体によって盛んに保護活動が行われてきている

(図 2)。本研究では、地域固有のホタルを保護する視点から、遺伝子

解析による環境保全学的研究を推し進める。本研究は環境指標生物

であるゲンジボタルを用い、遺伝子から見た環境保全技術の開発を

目指すものである。 
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ＤＮＡの塩基配列を測定す

るための装置であるＤＮＡ
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産学共同研究によって、蟹ラーメンの商品化を行ってきた。 

福井県産カニ殻を利用した地場産業の活性化に取り組みたい。

ホタルを通した町おこし、環境教育等にも取り組んでいる。 

図 2 環境指標生物のゲンジボタル

図 1 カニ殻キチン、キトサンの利用


